
愛媛県　グループホーム杜の里 改善計画書（兼改善状況確認書） 評価結果確定日：平成20年11月10日

自己 外部

8 1 1 地域密着サービスを考えた理念の検討 ミーティング時に理念を話し合い決定。 4月まで

2 5 3
地域行事への参加と、ホーム行事への参加
の呼びかけ。継続した地域とのつながり。

＊ホームでの避難訓練への参加呼びかけ
＊バザー開催における地域の方への呼びかけ
＊日常的な地域の方とのかかわり。挨拶など。

年間通して

1 15 8
ご家族が意見を出したり、話し合ったりする機
会を設ける。

＊季節ごとに行事を計画し、ご家族への参加呼びか
け。
＊来荘時に何でも話せるような雰囲気作り

年間通して

7 19 10 職員の研修の場を設ける。
＊月に1回のミーティング時における勉強の機会。
＊外部の研修へ参加できる体制作り。
＊職員個々に応じて必要な研修の検討。

年間通して

3 36 15 利用者翻意の介護計画を作成する。
＊介護計画書に利用者の言葉や家族の言葉を書き
入れるようにする。
＊主治医や他関係者の意見を反映した計画の作成

年間通して

5 47 19
終末期について家族、職員ともっと話し合いが
早くから持てるようにする。

＊常に体調の変化などについて家族と相談し、これ
からのあり方や希望、要望を話し合うようにする。
＊かかりつけ医と何でも相談できるようにする。
＊職員間で取り組み、方針をカンファレンスを用いて
共有する。

年間通して

4 59 24
利用者個々に役割、楽しみが持てるようにす
る。

＊日々の観察、かかわりにより出来る事を見つける
＊外出行事だけではなく、工作や音楽、いろいろな
行事を計画する。

年間通して

6 71 27 災害時の避難方法を身につける。

＊年に2階の避難訓練の実施を全体で取り組み、日
頃から備えておく。
＊運営推進会議を用いて地域の方にも参加していた
だけるようにする。

年間通して
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